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放送の内容が聞こえなかった時や確認したい場合にご利用ください。ただ
し、利用には通話料がかかります。（地域防災課）

●施設見学会 市の施設を巡ろう… … 2面
●フェンシング日・仏・英の代表選手が市川市に集結…… 3面
●平成28年度決算報告…………… ４-５面
●在宅療養の現場から～自分らしく生きよう～…… ６面
●市民元旦マラソン大会……………… 7面
●市川の海の幸を召し上がれ………… ８面

　市民のみなさんによる楽しいステージや、趣向を凝らした模擬店・ＰＲブース
などが多数並びます。秋の一日、家族みなさんで楽しんでください。

　「日本一の神
み

輿
こ し

のまち 行徳」をテーマに開催します。
パレード、市民ステージ、模擬店、フリーマーケット、ミニ
SL乗車体験など、さまざまなイベントが盛りだくさんです。
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市民みんなのおまつり

１１月３日 祝
（午前9時45分からオープニングセレモニー）
午前１０時～午後４時

市役所旧本庁舎
国道14号

至下総中山JR総武線

旧八幡市民談話室

八幡の藪知らず

京成線
葛飾八幡宮

臨時バス停

北口

至市川
本八幡駅

京成八幡駅

「行徳防犯フェスタ2017」
「行徳ハロウィン」「南行ホコ天」

同時
開催

駅前公園（湊新田2-4）他
☎395-6781行徳まつり実行委員会（行徳支所総務課内）

１0月29日 日

※前日午後3時から☎359-1111で開催の可否が確認できます。荒天中止。

（午前9時30分からオープニングセレモニー）午前9時30分～午後４時

・駐車場はありません
・ペットを連れての来場はできません
・物品販売は午前10時からです

注意事項

・駐車場はありません
・当日は会場周辺が一部通行止めと

なります。会場へは公共交通機関
をご利用ください

・模擬店エリアへはペットを連れて
の入場はご遠慮ください

注意事項

行徳まつり 2017行徳まつり 2017

いちかわ市民まつりいちかわ市民まつり

会場案内図
　本庁舎建て替えに伴い、旧本庁舎の発着場所は、
八幡の藪知らず前のバス停留所付近に変わりました。

※無料シャトルバスは定員になり次第出発します。

無料シャトルバス時刻表

会場案内図

大洲防災公園
☎711-1142いちかわ市民まつり実行委員会（観光交流推進課内）

※当日午前6時から☎334-1111で開催可否が確認できます。荒天中止。

エコボ満点カード1枚で市内産の
花苗3ポットと交換します

　市民まつりと行徳まつりの両方で行います。
（1人につき満点カード2枚まで交換可能）
市民まつり　午前10時から先着600セット
行徳まつり　午前9時30分から先着200セット

☎712‐8597まち並み景観整備課

市
役
所
旧
本
庁
舎 
発

時 分
9 30 50
10 10 30 50
11 10 45
12 5 55
13 20 35 55
14 35 55
15 15

行
徳
支
所 

発

時 分
9 30 55
10 20 45
11 5 30 55
12 20 50
13 15 40
14 5 30 55
15

大
柏
出
張
所 

発

時 分
9 5 25 50
10 40
11 40
12 40
13 40
14 40
15

無料シャトルバスを運行します

　切り花・草花・ガーデニンググッズなどの販売を実施
します。
講習会

「キッチンハーブの寄せ植え」午前11時（先着15人）
「親子フラワーアレンジメント」午後１時30分（先着8組）

☎712‐8597まち並み景観整備課

「ガーデニング・マーケット」

コミュニティバス梨丸号がやってくる
　車内見学、運転手制服を着用しての記念撮影（子
どものみ）、コミュニティバスの塗り絵（ペーパークラフ
ト）など。10月1日からの新しい時刻表を配布します。
（バスの運行状況により梨丸号を展示できない場合が
あります）

☎712‐6341交通計画課



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

暮らし

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第2・4土曜日は電話相談のみ）

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん〈消費生活相談員〉

消費生活センター☎320-0666

行徳支所 第2・4火曜日 10：00～12：00
13：00～16：00

行徳支所市民相談室☎359-1121
多重債務
予約制

仮本庁舎 7（火）、21（火）
13：00～16：00

多重債務に関する相談〈弁
護士〉※予約制（消費生活
センター☎320-0666）行徳支所 未実施

人権擁護
仮本庁舎 8（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがら
せなどの悩み〈人権擁護委
員〉男女共同参画課☎322-6700

建築行政
仮本庁舎 毎週月・水・金曜日 9:00～17:00

（受付16：30まで）
建築にかかわる民事的な相談

（中高層建築物を含む）〈建
築行政相談員〉建築指導課☎712-6335

労働
予約優先

勤労福祉センター 1（水）、15（水）
18：00～20：00 労働上のトラブルに関する

相談〈社会保険労務士〉商工振興課☎704-4131

年金 行徳支所 9（木） 13：00～16：30
（受付16：00まで） 各種公的年金について

〈社会保険労務士〉
国民年金課☎712-8538

住宅リフォーム
予約優先

仮本庁舎 9（木） 13:00～16:00
（受付15：00まで）

増改築、修繕など〈市川住宅
ﾘﾌｫｰﾑ相談協議会相談員〉住環境整備課☎712-6325

後見制度
予約制

社会福祉協議会 22（水）
9：00～16：00 高齢者・障害者の成年後見

制度の相談〈社会福祉士〉社会福祉協議会☎320-4001

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般

総
合
市
民
相
談
課
☎
７
１
２・８
５
２
９
予
約・問
い
合
わ
せ

仮本庁舎・行徳支所
毎週月～金曜日

  8：50～12：00
13：00～17：00

（受付16：30まで）
民事に関する一般的な相談、
市政案内〈市民相談員〉出張市民相談 大柏出張所 17（金）

行政書士
仮本庁舎 13（月） 13：00～17：00

（受付16：30まで）
相続手続、遺言書、贈与、成年後見、契
約書、官公署提出書類作成、外国人の
在留などに関する申請など〈行政書士〉行徳支所 未実施

行政 仮本庁舎 22（水） 13：00～15：00
（受付14：30まで）

国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 未実施

登記
仮本庁舎 1（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界
問題など〈司法書士・土地家
屋調査士〉行徳支所 15（水）

不動産取引 仮本庁舎 6（月）､20（月） 13：00～16：00
（受付15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸など
のトラブル〈宅地建物取引士〉行徳支所 13（月）

予
約
制

弁護士法律
（平日）

仮本庁舎 2（木）、10（金）、
16（木）、17（金）、24（金）

13：00～16：00 相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談〈弁護
士〉〈認定司法書士〉

行徳支所 2（木）、10（金）、17（金）、24（金）
弁護士法律
（土曜） 市川教育会館 18（土）

司法書士
法律（昼間）

仮本庁舎 15（水） 13：00～16：40行徳支所 22（水）
司法書士

法律（夜間）
仮本庁舎 1（水）、8（水）、15（水）、22（水）、29（水） 17:00～20:00行徳支所 8（水）

税金 仮本庁舎 14（火） 13:00～16:00 相続、贈与、売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 21（火）

交通事故
仮本庁舎 9（木）、30（木）

10:00～15:00
示談や損害賠償の方法〈県
交通事故相談員〉　※土日
祝日を除く2日前までに要予約行徳支所 30（木）

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日（
閉

庁
日
の
場
合
は
前
日
）午
前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直

通
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

鼓
」が
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

☎
３
８
３・９
４
１
９
青
少
年
育
成
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

市
川
女
性
の
集
い
連
絡
会
共
催

講
演・上
映
会　
「
女
性
が
輝
い
て

生
き
る
た
め
に 

－ 
自
立
と
平
和 

－ 
」

11
月
25
日（
土
）午
後
１
時
30
分

（
開
場
は
30
分
前
）～
４
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

内
講
演
＝「
私
と
映
画
」、山
田
火

砂
子
氏（
映
画
監
督
）、映
画
＝「
筆

子
そ
の
愛
天
使
の
ピ
ア
ノ
」

先
着
１
０
０
人（
１
歳
～
未
就
学

児
の
無
料
保
育
あ
り（
先
着
５
人
、

11
月
15
日（
水
）ま
で
に
要
予
約
））

☎
３
２
２・６
７
０
０
男
女
共
同

参
画
課

込
み
含
む
）17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間 

11
月
１
日（
水
）～
平
成

30
年
１
月
９
月（
火
）

一
次
試
験 
平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

☎
３
３
２・３
７
５
１
自
衛
隊
市
川

募
集
案
内
所

（
危
機
管
理
課
）

♦
♦
♦

文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
一
部
閉
鎖

企
画
展
示
室
と
通
常
展
示
フ
ロ
ア
の

一
部
を
11
月
２
日（
木
）ま
で
、展
示

替
え
の
た
め
閉
鎖
し
ま
す
。

☎
３
２
０・３
３
３
４
同
施
設（
月

曜
休
館
）

♦
♦
♦

「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
」の
報
告

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る「
同
事

業
」を
活
用
し
、市
民
団
体「
北
一
太

　10月31日（火）は、市県民税第3
期、国民健康保険税第4期の納期
限です。インターネットやコンビニエン
スストアでも納められます。

（納税・債権管理課、国民健康保険課）

税の納期限の確認を

♦
♦
♦

道
の
駅
の
名
称
決
定

平
成
30
年
４
月
に
国
分
６
丁
目
の

東
京
外
か
く
環
状
道
路
沿
い
に
開

業
す
る「
道
の
駅
」の
名
称
は
、９
月

に
実
施
し
た
市
民
投
票
の
結
果
、「
い

ち
か
わ
」に
決
定
し
ま
し
た
。

☎
７
１
２・６
３
２
８
外
環
道
路
推

進・道
の
駅
担
当
室

♦
♦
♦

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入
賞
メ
ダ
ル

を
小
型
家
電
か
ら
回
収
し
た
金
属

で
製
作
す
る
、同
大
会
組
織
委
員
会

主
催
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。市
は
、

左
記
イ
ベ
ン
ト
で
回
収
を
行
い
ま
す
。

回
収
イ
ベ
ン
ト 

い
ち
か
わ
市
民
ま
つ

り
、行
徳
ま
つ
り
２
０
１
７（
日
時
は
１

面
参
照
）

回
収
対
象
品
目 

次
の
品
目
の
う

ち
、回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口（
縦
15

×
横
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）に
入
る
も
の

（
携
帯
電
話
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
、電
気
カ
ミ
ソ
リ
、電
動

歯
ブ
ラ
シ
、デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ

レ
ー
ヤ
ー
、Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
、電
子

辞
書
・
電
卓
・
電
子
書
籍
端
末
、小

型
ゲ
ー
ム
機（
携
帯
型
・
据
置
型
）、

こ
れ
ら
の
付
属
品（
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ・

ケ
ー
ブ
ル
類
））他

注
意
事
項 

個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー

タ
は
消
去
し
、取
り
外
し
可
能
な

電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー
は
除
い
て
く
だ

さ
い
。

☎
７
１
２・６
３
１
７
循
環
型
社
会

推
進
課

♦
♦
♦

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、二
酸
化
炭
素
の
発

生
を
抑
え
る
環
境
に
や
さ
し
い
運
転

で
、ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
消
費
の
削

減
や
安
全
運
転
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

・
発
進
時
は
お
だ
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
込
む

・
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、加

速・減
速
の
少
な
い
運
転
を
す
る

・
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
す

☎
７
１
２・６
３
０
６
環
境
政
策
課

♦
♦
♦

自
衛
官
等
採
用
試
験

願
書
の
請
求
及
び
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒（
一
般
）

受
験
資
格 

中
学
を
卒
業
し
た（
見

　市の施設をバスで巡る見学会です。見学後には施設ごとの簡単なア
ンケートにご協力をお願いします。

地
区
別
ご
み
収
集
曜
日一覧（
11
月
分
）

　

ご
み
を
出
す
際
は
、次
の
表
を
確
認
の
上
、各
収
集
曜
日
の
午
前
８

時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
類
」は
本
市
の
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☎︎
７
１
２・６
３
０
１
清
掃
事
業
課

地区別ごみ収集曜日一覧（11月分）　

地区 燃やす
ごみ

燃やさないごみ・
有害ごみ ビン・カン プラスチック

製容器包装類
紙類・
布類

国府台、国分、真間、市川、北国分、中
国分、東国分、須和田、堀之内 月・木 １1日（土）・

２5日（土）
4日（土）・
18日（土） 火 金

大町、大野町、南大野、下貝塚、稲越
町、曽谷、宮久保、菅野、東菅野 水・土 １4日（火）・

２8日（火）
7日（火）・
21日（火） 木 月

柏井町、奉免町、新田１・５丁目、平田
１・２丁目、八幡、北方町、本北方、北
方、若宮、中山、高石神、鬼越

水・土 9日（木）・
２3日（祝）

2日（木）・
16日（木） 金 火

市川南、新田２～４丁目、平田３・４丁
目、大洲、大和田、東大和田、南八幡、
稲荷木、鬼高、田尻

月・木 3日（祝）・
17日（金）

１0日（金）・
24日（金） 土 水

高谷、高谷新町、原木、二俣、二俣新
町、上妙典、河原、下新宿、本行徳、本
塩、関ケ島、伊勢宿、押切、湊、妙典、
下妙典、富浜、塩焼、末広、行徳駅前、
宝、幸、加藤新田、入船、日之出、千鳥
町、高浜町

火・金 1日（水）・
１5日（水）

8日（水）・
22日（水） 月 土

湊新田、香取、欠真間、相之川、広尾、
島尻、新井、南行徳、福栄、新浜、塩浜 火・金 6日（月）・

20日（月）
13日（月）・
27日（月） 水 木

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会

11
月
１
日（
水
）午
後
１
時（
受
付
は

30
分
前
）／
仮
本
庁
舎
第
１・２
委
員

会
室
／
20
人
程
度	

（
議
会
事
務
局
）

◆
農
業
委
員
会
定
例
総
会

11
月
7
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
／
仮
本
庁
舎
第
１
委
員
会
室

（
同
事
務
局
）

◆
社
会
福
祉
審
議
会
高
齢
者
福
祉

専
門
分
科
会

11
月
８
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

／
仮
本
庁
舎
第
３
委
員
会
室

	

（
福
祉
政
策
課
）

◆
社
会
福
祉
審
議
会
地
域
福
祉
専

門
分
科
会

11
月
13
日（
月
）午
後
２
時
～
４
時

／
仮
本
庁
舎
第
２
委
員
会
室	

（
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

平
成
29
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
な
ど
説
明
会

11
月
８
日（
水
）用
紙
配
布
＝
午
前

10
時
～
10
時
30
分
、午
後
１
時
30
分

～
２
時
、説
明
会
＝
午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
、午
後
２
時
～
４
時

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

同
説
明
会
以
外
の
給
与
支
払
報
告

書
配
布
場
所 

市
民
税
課（
仮
本
庁

舎
）、
総
務
課
、大
柏
出
張
所
、南

行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
川
駅
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、信
篤・中
山・国

分
窓
口
連
絡
所

配
布
期
間 

11
月
１
日（
水
）～
平
成

30
年
１
月
31
日（
水
）

☎
３
３
５・４
１
０
１
市
川
税
務

署
、☎
７
１
２・８
６
６
４
市
民
税
課

日１１月２１日（火）、２９日（水）いずれも
午前８時５０分～午後４時４５分（昼食
は、動植物園内レストハウスで各自）
集合・解散場所 ２１日（火）＝行徳支所、
２９日（水）＝文化会館

市内在住の方（代表者は18歳以
上）、抽選で各３０人
見学ルート クリーンセンター→動植物園

（昼食）→消防局→中央図書館
往復はがき（１枚４人まで）に代表者

及び参加者全員の申し込み事項（６面
上段参照）と希望日（どちらか1日）を書

き、１０月３１日（火）必着で広報広聴課
（〒２７２-８５０１※住所不要）へ。記載も
れ・重複申込は無効。申込後の参加者
の追加・変更は不可。

☎７１２-８６３３同課

施設見学会 市の施設を巡ろう
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月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

10・22	

日	

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）、高
石
神
、宮
久
保

１（
大
境
）、河
原
、下
新
宿
、本

塩
、欠
真
間（
全
）、本
行
徳
、妙

典（
全
）、塩
焼
、関
ケ
島
、伊
勢

宿
、末
広（
全
）、相
之
川（
全
）

10・23	

月	

富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

10・25	

水	

新
田
１・５

10・28	

土	

東
菅
野
４・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）

10・29	

日	

本
北
方
１

10・30	

月	

曽
谷
６
・７（
第
５
）、下
貝
塚

（
全
）

11・1	

水	

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本
北

方
１
の一
部（
北
方
中
央
）

11・2	

木	

本
北
方
３
、北
方
３
、若
宮
２

11・3	

祝	

本
北
方
２
、若
宮
３（
上
町
）

11・5	

日	

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４
、押

切
、湊
、湊
新
田（
全
）、新
浜
１
、

南
行
徳
３・４
、大
洲（
全
）、大
和

田
１・３・５
、田
尻
４・５
の一
部
、

原
木
４
、国
分
２・３（
根
古
屋
）、

若
宮
１
、北
方
町
４（
東
南・富
士

見
台
）、曽
谷
１
、奉
免
町（
ひ
め

み
や
）、柏
井
町
１（
第
１
、東
昌

台
）、柏
井
町
３（
第
３
団
地
）

11・6	

月	

国
府
台（
全
）

11・7	

火	

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上・下
）

11・8	

水	

稲
荷
木（
全
）、中
山
１・２

11・10	

金	

高
谷
、二
俣（
全
）

11・12	

日	

中
国
分（
全
）、国
分
１
、大
和
田

２・４
、東
大
和
田（
全
）、大
町
、

大
野
町（
全
）、稲
越
町
、北
方
町

４（
千
足
）、曽
谷
５・８（
第
６
）

11・13	

月	

真
間
４・５

11・14	

火	

北
国
分（
全
）、中
山
３・４

11・15	

水	

須
和
田（
全
）、北
方
１

11・16	

木	

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）、若
宮
３

（
下
町
）、市
川
南
１
～
４
、市
川

２

11・18	

土	

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第
１

か
ら
第
４
）

11・19	

日	

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井

（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之

出
、南
行
徳
１・２

11・20	

月	

平
田（
全
）

11・22	

水	

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

11・25	

土	

新
田
１・５

11・26	

日	

高
石
神
、宮
久
保
１（
大
境
）、

河
原
、下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間

（
全
）、本
行
徳
、妙
典（
全
）、

塩
焼
、関
ケ
島
、伊
勢
宿
、末
広

（
全
）、相
之
川（
全
）

11・27	

月	

富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

11・28	

火	

東
菅
野
４・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。●
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回

収
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直

後
の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜

日
の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
な

お
、一
般
ご
み
一
般
廃
棄
物
な
ど
は
回
収
し
ま

せ
ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る

場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
道
路
安
全
課
）

み
）フ
ル
カ
ラ
ー（
４
色
）

発
行
部
数 

４
５
，０
０
０
部

配
布
時
期 

平
成
30
年
４
月
か
ら
約

１
年
間
、転
入
時
な
ど
に
配
布

10
月
23
日（
月
）〜
11
月
10
日

（
金
）に
必
要
書
類（
市
公
式
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
持

参
ま
た
は
郵
送（
〒
２
７
２・０
０
３
３

市
川
南
２
の
９
の
12
）で
循
環
型
社

会
推
進
課（
市
川
南
仮
設
庁
舎
）

☎
７
１
２・６
３
１
７
同
課

♦
♦
♦

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

応
募
資
格 

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
除

き
、ど
な
た
で
も

募
集
部
門 

一
般
の
部
＝
市
内
の
光

景
や
風
景
を
題
材
に
し
た
作
品

（
テ
ー
マ
は
自
由
）、モ
デ
ル
の
部
＝

観
光
写
真
撮
影
会（
左
記
事
参
照
）

で
撮
影
し
た
作
品

応
募
規
定 

自
作
・
未
発
表
で
平
成

28
年
10
月
以
降
に
市
内
で
撮
影
し

た
作
品
。詳
し
く
は
応
募
票
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切 

12
月
8
日（
金
）

応
募
票
配
布
場
所 

市
川
市
観
光

協
会
事
務
局（
観
光
交
流
推
進
課

内
）、行
徳
支
所
総
務
課
、大
柏
出

張
所
、ア
イ・リ
ン
ク
タ
ウ
ン
展
望
施

設
、い
ち
か
わ
観
光・物
産
案
内
所
。

同
協
会
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

発
表 

12
月
中
旬（
入
賞
者
に
直
接

通
知
）

☎
７
１
１・１
１
４
２
同
事
務
局

（
観
光
交
流
推
進
課
）

♦
♦
♦

観
光
写
真
撮
影
会
参
加
者

プ
ロ
の
モ
デ
ル
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

撮
影
し
ま
せ
ん
か
。カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
。初
心
者
歓

迎
。雨
天
決
行
。

11
月
18
日（
土
）午
前
９
時
30
分

撮
影
場
所 

回
向
院
市
川
別
院（
国

府
台
５
の
26
の
12
）集
合
、国
際
医

療
福
祉
大
学
市
川
病
院
恩
賜
館

抽
選
で
40
人

１
，０
０
０
円

は
が
き
に
申
し
込
み
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、11
月
７
日

（
火
）必
着
で
市
川
市
観
光
協
会
事

務
局（
〒
２
７
２・０
０
２
１
八
幡
３

の
３
の
２
の
４
０
８
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ

ナ
ル
タ
ワ
ー
本
八
幡
）に
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
１・１
１
４
６

☎
７
１
１・１
１
４
２
同
事
務
局

（
観
光
交
流
推
進
課
）

♦
♦
♦

【
芸
術
祭・文
化
祭
】川
柳
大
会
の
作
品

大
会
の
日
程
・
場
所 

11
月
19
日

（
日
）午
前
11
時
開
場
／
メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

１
，０
０
０
円（
参
加
賞・発
表
誌
呈
）

課
題（
各
三
句
吐
） 「
一
切
合
切
」、

「
チ
ア
ガ
ー
ル
」、「
環
状
線
」、「
若
作

り
」、「
乗
り
遅
れ
る
」、「
文
武
両

道
」、「
回
収
」

特
別
課
題 

「
産
地
直
送
」（
出
席
者

の
み
＝
二
句
吐・二
人
選
、全
抜
句
、

呈
賞
）

（
課
題
の
み
）82
円
切
手
６
枚
同

封
の
上
、11
月
８
日（
水
）必
着
で

〒
２
７
６・０
０
３
２
八
千
代
市
八
千

代
台
東
１
の
15
の
３
の
１
２
０
６
平

蔵
柊
方

☎
０
４
７・４
６
９・７
２
６
８
川

柳
新
潮
社（
川
口
）（

文
化
振
興
課
）

方
で
も
受
け
付
け
）

受
講
料
４
，３
０
０
円（
修
了
証

カ
ー
ド
代
含
む
）

10
月
23
日（
月
）か
ら
各
消
防
署

に
て
受
け
付
け（
郵
送
、電
話
不
可
）

♦
♦
♦

Ｄ
Ｖ
被
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
初
級
）

Ｄ
Ｖ
防
止
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。全
２

回
の
連
続
講
座
。１
日
目
の
み
の
参

加
も
可
。

内
11
月
21
日（
火
）＝
基
礎
的
な

講
演
／
佐
藤
浩
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

女
性
ネ
ッ
ト
Ｓａｙ
ａ 

－ 
Ｓａｙ
ａ
）、

12
月
５
日（
火
）＝
専
門
的
な
研
修

／
松
本
和
子
氏（
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
20
人
程
度（
10
カ
月
～
未
就

学
児
の
無
料
保
育
あ
り（
先
着
10
人
、

11
月
10
日（
金
）ま
で
に
要
予
約
））

☎
３
２
２・６
７
０
０
男
女
共
同

参
画
課

 
募
集

♦
♦
♦

平
成
30
年
１
〜
３
月
の

広
報
い
ち
か
わ
に
掲
載
す
る
広
告

掲
載
料

１
枠
を
１
回
掲
載
し
た
場
合

●
１
号
広
告（
第
１
週
号
／
フ
ル
カ

ラ
ー
）５
０
，０
０
０
円

●
２
号
広
告（
第
３
週
号
／
２
色
）

３
０
，０
０
０
円

10
月
23
日（
月
）～
11
月
２
日

（
木
）に
申
込
書
、広
告
案（
紙
）、事

業
の
説
明
資
料
を
広
報
広
聴
課

（
仮
本
庁
舎
）へ
提
出
。複
数
枠
、複

数
回
の
掲
載
申
し
込
み
も
可
。

☎
７
１
２・８
６
３
３
同
課

♦
♦
♦

「
資
源
物
と
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」に
掲
載
す
る
広
告

掲
載
料

●
１
号
広
告
：
５
０
，０
０
０
円（
縦

12・５
×
横
８・５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）フ

ル
カ
ラ
ー

●
２
号
広
告
：
１
２
５
，０
０
０
円

（
縦
12
・５
×
横
17
・５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）フ
ル
カ
ラ
ー

掲
載
位
置
は
先
着
順
。

１
号
広
告
は
、２
枠（
横
）ま
た
は
、

４
枠
の
利
用
も
可
能
。

◆
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
概
要

規
格 

Ａ
４
判
36
ペ
ー
ジ（
表
紙
込

♦
♦
♦

健
康
フ
ェ
ス
タ
〜
誰
も
が
健
康
で

い
き
い
き
輝
く
ま
ち
い
ち
か
わ
〜

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。先
着
１
２
０
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
オ
ル・試
食
品
を
配
付
し
ま
す
。

11
月
23
日（
祝
）午
後
１
時
30
分

（
受
付
は
30
分
前
）〜
４
時

・
健
康
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

及
び
全
応
募
作
品
展
示

・
ミ
ニ
講
演
会「
健
康
に
役
立
つ
食

の
話
」

・
タ
オ
ル
体
操
及
び
、タ
オ
ル
を
使
っ

た
脳
ト
レ
運
動

・
血
圧
測
定
・
握
力
・
長
座
体
前
屈

な
ど

文
化
会
館

動
き
や
す
い
服
装

☎
７
１
２・８
６
４
２
保
健
医
療

課
健
康
都
市
・
健
康
づ
く
り
推
進

担
当

先
着
１
３
０
人

２
，７
０
０
円（
修
了
証
カ
ー
ド
代

含
む
）

10
月
25
日（
水
）か
ら
各
消
防
署

に
て
受
け
付
け（
郵
送
、電
話
不
可
）

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

11
月
24
日（
金
）・25
日（
土
）い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時

市
内
在
住・在
勤
ま
た
は
市
内
に

建
物
を
所
有
す
る
方
、先
着
１
３
０

人（
11
月
10
日（
金
）時
点
で
定
員

に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、市
外
の

♦
♦
♦

消
防
局
の
講
習

修
了
者
に
は
各
講
座
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
。開
始
時
間
を
過
ぎ
て

の
受
講
は
不
可
。

消
防
局（
車
で
の
来
場
不
可
）

☎
３
３
３・２
１
１
１
消
防
局
予

防
課（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
１
番
）

◆
防
災
管
理
新
規
講
習（
防
災
管

理
単
独
新
規
講
習
）

11
月
27
日（
月
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
40
分

　11月10日（金）から駒沢体育館で開催される、｢高円宮杯フェンシングワールドカップ東京
大会｣に出場する、日・仏・英の代表選手が市川市で事前キャンプを行います。
　練習は公開で行われ、自由に見学できます。4日（土）には体験会もあります。

日公開練習（見学自由）、体験会日程 場 11月３日（祝）～５日（日）東京医科歯科大学教養部
体育館（国府台2-8-30）、上履きをご持参ください（大
学に駐車場はありませんので公共交通機関をご利用く
ださい）。１１月６日（月）～８日（水）国府台市民体育館

☎︎７１２-８５９１企画課（東京医科歯科大へのお問合
せはご遠慮ください）

詳しくはこちら
会場 東京医科歯科大 国府台体育館
日時 11/3 11/4 11/6 11/7 11/8

午前9時〜正午 ー ● ● ● ●
午後3時〜6時 ● ※体験会 ● ● ●

※体験会は、午後2時～3時30分。申込不要（先着80人）

フェンシング日・仏・英の代表選手が市川市に集結

世界トップレベルの
剣さばきを見て体験しよう
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日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ講師講内容内 行徳支所

暮らし

募集期間 １１月２０日（月）まで
閲覧場所 市公式Webサイト、福祉政策課（仮本
庁舎）、市政情報センター、市政情報コーナー（中
央図書館、行徳図書館、大野公民館図書室、男女
共同参画センター）

市内在住・在勤・在学の方、または市内に事務
所や事業所を有する個人や法人、その他案件に利
害関係を有する方
提出方法 意見用紙に「第４期市川市地域福祉
計画（平成３０年度～３５年度）に関する意見」と、
住所・氏名（ふりがな）または団体名（代表者氏
名）、意見を書き、１１月２０日（月）まで（消印有効）
に持参、郵送（〒２７２-８５０１※住所不要）、または
ＦＡＸ７１２-８７４１で福祉政策課。市公式Ｗｅｂサイ

トからも提出可（個別の質問や電話での意見は受
け付けません）。

☎７１２-８５４６福祉政策課

パブリックコメント　ご意見をお寄せください

第4期市川市地域福祉計画（平成30年度～35年度）の素案に関する意見の募集

　市では、地域における福祉政策を総合的に推進する「第４期市川市地域福祉計画（平成３０年度～３５
年度）」の策定を進めています。この計画の素案をお知らせするとともに、広く意見の募集を行います。

●地域懇談会でも意見をお聞きします
　上記計画及び、高齢者に関する政策や介護
保険事業に係る保険給付の円滑な実施を推進
する「第７期市川市高齢者福祉計画・介護保
険事業計画（平成３０年度～３２年度）」につい
て、ご意見をお寄せください。
日 場 中部＝１１月１６日（木）午後４時／勤労福祉
センター本館、南部＝１１月１７日（金）午後２時／
行徳公民館、北部＝１１月２０日（月）午後４時／曽
谷公民館
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●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

特集

歳入
291,786 円

平成28年度の主な事業と決算額

　平成28年度一般会計・特別会計及び公営企業会
計の決算が、市議会9月定例会で認定されました。
みなさんが納めた税金などを、どのような事業に
使ったのか、平成28年度決算の歳入歳出の内容や
主な事業の決算額、また、健全化判断比率など、市
の財政状況について概要をお知らせします。
☎︎712-8595財政課

市税 みなさんが納めた税金 168,811円

国・県支出金 市の事業に対し、国や県から交付されたお金 65,617円

地方消費税
交付金など 消費税の一部として県から交付されたお金など 18,450円

市債 国や金融機関などから借り入れたお金 10,786円

使用料及び手数料 公立保育園の保育料、施設の使用料や住民票の写
しの交付手数料など 9,787円

財産収入・寄附金・
繰入金・諸収入

市有地を売却して得たお金、寄附金、基金（貯金）
を取り崩したお金など 9,536円

その他
前年度から繰り越したお金、私立保育園の保育
料や施設の入所費用など、特定の利益を受ける
方が負担したお金

8,799円

民生費 高齢者、障害者、児童などの福祉の費用 122,526円

衛生費 ごみ処理、がん検診、予防接種などの費用 35,277円

総務費 文化振興、防災対策、情報化推進などの費用 34,937円

土木費 道路、河川、公園などの費用 29,289円

教育費 小・中学校、幼稚園、生涯学習振興などの費用 25,183円

公債費 国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用 16,861円

消防費 消防・救急活動の費用 10,955円

その他 商工業振興などの費用 6,409円

歳　　入	 291,786円 歳　　出	 281,437円

市民1人当たりの市債残高　124,387円
平成27年度対比 563円減少

市の人口／48万2,544人　（平成29年3月31日現在・住民基本台帳人口）

経常収支比率と市債残高

一般会計の
あらまし

市税
57.8％

国・県支出金
22.5％

財産収入・寄附金・繰入金・諸収入
3.3％

市債
3.7％

その他
3.0％

使用料及び手数料
3.4％

地方消費税
交付金など
6.3％

歳出
281,437 円

民生費
43.5％

衛生費
12.5％

総務費
12.4％

土木費
10.4％

教育費
9.0％

公債費
6.0％

消防費
3.9％

その他
2.3％

  49億9,377万円

投資的経費
建設工事などに使うお金

9.2%
124億3,419万円

●普通建設事業費

義務的経費
支出が義務付けられ、任意に削減できないお金 57.7%

783億4,736万円
●人件費
●扶助費
●公債費

国民健康保険	 492億7,271万円

下水道事業	 137億2,761万円

地方卸売市場事業	 2億4,221万円

介護保険	 251億9,356万円

後期高齢者医療	 43億4,649万円

　道路や公園などのインフラ施設や、学校や公民館などの公共施設の
建設などに係る経費を賄うために、国や金融機関などから借り入れたお
金の残額です。

　本市では、国の基準に基づく企業会計的手法により、平成28年度末の純資産などを示した財務書類4表を作成しています。財務書類4表は市公式
Webサイトや市政情報センター等でご覧になれます。

⾼齢者⽀援サービスの充実
介護予防及び日常生活への支援 4億681万円
高齢者サポートセンターの運営 4億574万円

⼦ども・⼦育て⽀援
保育園などの運営	 120億8,059万円

放課後保育クラブの運営 11億9,400万円
保育施設の整備 5億3,774万円

子育て世帯と親世帯同居への助成 2,600万円

防災対策
下水道の整備（雨水） 43億9,419万円
排水ポンプの整備・改修 2億4,700万円
水位監視カメラの設置 361万円
地域型小規模土のうステーションの設置 78万円

都市基盤の整備
下水道の整備（汚水） 19億6,039万円
都市計画道路３・４・18号の整備 7億7,295万円

排水路上部のふたかけ歩道の改修 4,918万円

地域経済の活性化
道の駅の整備 2億5,718万円
市川漁港の整備 2億2,541万円
都市農業振興への支援 2,590万円

教育の振興
ライフカウンセラーの配置 5,502万円
スクール・サポート・スタッフの配置 3,720万円
校内塾・まなびくらぶの運営 1,270万円

その他
ごみ収集の実施 22億4,238万円
予防接種の実施 13億1,298万円
パスポートセンターの設置 1億6,381万円
ボランティア活動のサポート 3,003万円

公共施設の整備
新庁舎の整備 24億5,542万円
クリーンセンター建て替え計画 12億1,984万円
市民会館の建て替え 10億963万円

北市川運動公園の整備 9億919万円

　特別会計

市民1人当たりの歳入と歳出

▲「J:COM北市川スポーツパーク」が平成29年7月にオープン

▲保育園で元気いっぱいの子どもたち

▲平成28年11月に全線開通した都市計画道路３・４・１８号

▲新たに整備された保育施設 

市債残高

平成27年度決算　一般会計 602億9,381万円（全会計   978億5,543万円）　
平成26年度決算　一般会計 619億6,082万円（全会計   984億4,969万円）　

（前年度比較 ▲0.5％）
（前年度比較 ▲1.4％）

指標名 内　容 28年度
算定結果

早期健全化
基準

財政再生
基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準
財政規模に対する割合 － 11.25% 20％

連結実質
赤字比率

公営企業会計を含む、すべての会計を連結し
た実質赤字額の標準財政規模に対する割合 － 16.25% 30％

実質公債費
比率

（３カ年平均）
一般会計等が負担する元利償還金及び準元
利償還金の標準財政規模に対する割合 0.0％ 25％ 35％

将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債
額の標準財政規模に対する割合 － 350％

資金不足比率 各公営企業における資金不足額の事業規模
（事業収入）に対する割合

病　院  － 経営健全化基準
下水道  － 20%市　場  －

歳出（総額）
927億8,258万円

病院事業会計収益的支出
15億6,705万円

病院事業会計資本的支出
1億8,593万円

   公営企業会計
歳出（総額）
17億5,298万円

▲市民会館が「全日警ホール」として平成29年3月にオープン 
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歳出
1,358億
587万円

歳入
1,407億
9,964万円

広 
告

　平成28年度一般会計・特別会計及び公営企業会
計の決算が、市議会9月定例会で認定されました。
みなさんが納めた税金などを、どのような事業に
使ったのか、平成28年度決算の歳入歳出の内容や
主な事業の決算額、また、健全化判断比率など、市
の財政状況について概要をお知らせします。
☎︎712-8595財政課

経常収支比率と市債残高

自主財源
市が自主的に収入できるお金

67.5%
950億2,906万円

その他の経費

450億2,432万円
33.1%

  49億9,377万円

●物件費
●維持補修費
●補助費等
●繰出金
●積立金
●投資及び出資金・
　貸付金

投資的経費
建設工事などに使うお金

124億3,419万円
●普通建設事業費

義務的経費
支出が義務付けられ、任意に削減できないお金

783億4,736万円
●人件費
●扶助費
●公債費

依存財源
国・県からの交付や
借り入れたお金

32.5%
457億7,058万円
●国・県支出金
●市債
●地方消費税
　交付金
●その他

●市税
●財産収入・寄附金・
　繰入金・諸収入 　 
●使用料及び手数料
●その他

一般会計

市税	 814億5,893万円

国・県支出金	 316億6,302万円

地方消費税交付金など
	 89億286万円

市債	 52億470万円

使用料及び手数料	47億2,254万円

財産収入・寄附金・繰入金・諸収入
	 46億178万円

その他	 42億4,581万円

民生費	 591億2,392万円

衛生費	 170億2,268万円

総務費	 168億5,871万円

土木費	 141億3,317万円

教育費	 121億5,209万円

公債費	 81億3,625万円

消防費	 52億8,636万円

その他	 30億9,269万円

国民健康保険	 499億6,150万円

下水道事業	 139億6,133万円

地方卸売市場事業	 2億8,096万円

介護保険	 256億3,782万円

後期高齢者医療	 43億5,510万円

国民健康保険	 492億7,271万円

下水道事業	 137億2,761万円

地方卸売市場事業	 2億4,221万円

介護保険	 251億9,356万円

後期高齢者医療	 43億4,649万円

　経常収支比率は、市税などの恒常的な収入が扶助費など義務的な経
費に使われる割合を表し、数値が低いほど臨時的な支出や新規事業など
に柔軟に対応できることを示しています。

　道路や公園などのインフラ施設や、学校や公民館などの公共施設の
建設などに係る経費を賄うために、国や金融機関などから借り入れたお
金の残額です。

　本市では、国の基準に基づく企業会計的手法により、平成28年度末の純資産などを示した財務書類4表を作成しています。財務書類4表は市公式
Webサイトや市政情報センター等でご覧になれます。

平成

28
年度

　特別会計

決算収支 （財源・性質別）

経常収支比率 市債残高

平成28年度決算 91.8％ （前年度比較 +1.4ポイント）
平成27年度決算  90.4％
平成26年度決算  94.9％

平成27年度決算　一般会計 602億9,381万円（全会計   978億5,543万円）　
平成26年度決算　一般会計 619億6,082万円（全会計   984億4,969万円）　

（全会計　964億6,167万円）
（前年度比較 ▲0.5％）
（前年度比較 ▲1.4％）

平成28年度決算 一般会計 600億2,228万円

健全化判断比率
　健全化判断比率とは、地方公共団体の財政状況を全国統
一の指標で表したものです。数値が基準を超えた場合、法律
により計画を定めて健全化に取り組むことになります。本市
においては、実質公債費比率が基準を大きく下回る0.0％で
ある他、将来負担比率も、将来の実質的な負担がないことを
示す結果となっています。その他の指標は全て黒字であり、
赤字、資金不足はありません。財政状況は前年度に引き続
き、健全段階に位置しています。

指標名 内　容 28年度
算定結果

早期健全化
基準

財政再生
基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準
財政規模に対する割合 － 11.25% 20％

連結実質
赤字比率

公営企業会計を含む、すべての会計を連結し
た実質赤字額の標準財政規模に対する割合 － 16.25% 30％

実質公債費
比率

（３カ年平均）
一般会計等が負担する元利償還金及び準元
利償還金の標準財政規模に対する割合 0.0％ 25％ 35％

将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債
額の標準財政規模に対する割合 － 350％

資金不足比率 各公営企業における資金不足額の事業規模
（事業収入）に対する割合

病　院  － 経営健全化基準
下水道  － 20%市　場  －

歳入（総額）
1,407億9,964万円

歳出（総額）
1,358億587万円 歳入（総額）

941億9,671万円
歳出（総額）

927億8,258万円

病院事業会計収益的収入
13億7,178万円

病院事業会計収益的支出
15億6,705万円

病院事業会計資本的支出
1億8,593万円

   公営企業会計
歳入（総額）
13億7,178万円

歳出（総額）
17億5,298万円

決算報告

市
で
は
経
費
削
減
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
広
告
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
広
告
主
に
帰
属
し
ま
す
。詳
し
く
は
広
告
主
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一般会計
歳入・歳出差引額



子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

母
と
子
の
メ
ン
タ
ル
相
談

出
産
後
、気
分
の
落
ち
込
み
が
激
し

い
な
ど
の
心
配
の
あ
る
方
に
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。

11
月
20
日（
月
）①
午
後
２
時

②
午
後
３
時
／
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問 

妊
婦
訪
問
は
電
話
で
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

新
生
児
・１
～
２
カ
月
児
訪
問 

母

子
健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連

絡
票
に
必
要
事
項
を
書
い
て
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。は

が
き
到
着
後
、訪
問
い
た
し
ま
す
。

出
生
連
絡
票
の
郵
送
が
な
か
っ
た
場

合
に
は
、生
後
２
カ
月
以
降
に
訪
問

し
ま
す
。新
生
児
期（
生
後
28
日
以

内
）の
訪
問
を
希
望
す
る
方
は
出
生

連
絡
票
の
送
付
と
共
に
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス

出
産
を
む
か
え
る
夫
婦
の
食
事
の
ア

ド
バ
イ
ス・試
食
。

12
月
９
日（
土
）午
後
１
時
15
分

～
３
時
30
分

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
平
成
30
年
２
月

～
４
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫（
妊
婦
の

み
も
可
）、36
人

所
に
持
参（
唇
顎
口
蓋
裂（
20
歳
未

満
）の
方
は
、①
②
と
も
に
受
給
者
証

（
票
）の
代
わ
り
に
医
師
の
診
断
書
が

必
要
で
す
）

☎
７
１
２
・８
５
１
２
、Ｆ
Ａ
Ｘ

７
１
２・８
７
２
７
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
in
ち
ば

社
会
福
祉
施
設・事
業
所
な
ど
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

求
人
の
あ
る
社
会
福
祉
施
設
・
事

業
所
の
採
用
担
当
者
と
の
個
別
面

談
や
福
祉
職
場
に
関
す
る
相
談
な

ど
を
行
い
、就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。ま
た
、福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就

労
促
進
を
図
る
た
め
、福
祉
の
仕

事
へ
の
就
職
活
動
体
験
や
業
務
内

容
の
説
明
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ

ナ
ー
も
同
日
開
催
。

11
月
11
日（
土
）午
後
１
時
～
４

時
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、他（
千
葉
市
美
浜

区
中
瀬
２
の
１
）

☎
０
４
３・２
２
２・１
２
９
４
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

い
ち
か
わ
障
害
者
就
職
面
接
会

参
加
企
業
15
社
程
度
と
個
別
面
接

及
び
個
別
説
明
な
ど（
複
数
社
面
接

可
）。11

月
２
日（
木
）午
後
１
時
30
分

（
受
付
は
１
時
間
前
）～
４
時

全
日
警
ホ
ー
ル

身
体・知
的・精
神
い
ず
れ
か
の
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

履
歴
書
複
数
枚
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド（
な
く
て
も
可
）、障
害
を
確

認
で
き
る
手
帳
な
ど
、筆
記
用
具

☎
３
７
０・８
６
０
９
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

市
川

（
商
工
振
興
課
）

無
料
）

は
が
き
に
、「
口
腔
が
ん
検
診
希

望
」、申
し
込
み
事
項（
本
面
上
段

参
照
）、生
年
月
日
を
書
き
、保
健

セ
ン
タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２
・

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
１
８
の
８
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
健
康
支
援

課♦♦
♦

介
護
保
険
料・利
用
料

減
免
制
度
に
つ
い
て

所
得
段
階
が
第
１
段
階（
生
活
保

護
受
給
者
を
除
く
）か
ら
第
３
段

階
で
、生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
を
対
象
に
、介
護
保
険
料

及
び
利
用
料
を
減
額
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。保
険
料
の
納
付
や
利

用
料
の
支
払
い
が
難
し
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。な
お
、介
護
保
険

料
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、滞
納

期
間
に
応
じ
て
利
用
者
負
担
額
が

３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、介
護
保

険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
険
料
＝
☎
７
１
２・８
５
４
２
、

利
用
料
＝
☎
７
１
２・８
５
４
１
介

護
福
祉
課

♦
♦
♦

難
病
患
者
等
福
祉
手
当
の
申
請
を

忘
れ
ず
に

次
に
該
当
す
る
方
は
、手
当
の
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
千
葉
県
特
定
医
療
費（
指
定
難

病
）受
給
者
証
、千
葉
県
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
、千
葉

県
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
を
お

持
ち
の
方
、ま
た
は
唇
顎
口
蓋
裂（
20

歳
未
満
）の
方
で
、手
当
の
新
規
申

請
を
し
て
い
な
い
方
②
す
で
に
手
当

の
申
請
を
し
て
い
る
方
で
、受
給
者
証

（
票
）の
更
新
後
に
、手
当
の
継
続
申

請
を
し
て
い
な
い
方
。

な
お
、申
請
済
の
受
給
者
証（
票
）の

有
効
期
限
が
平
成
29
年
９
月
30
日

ま
た
は
平
成
29
年
12
月
31
日
の
方

及
び
唇
顎
口
蓋
裂
の
方
へ
は
、11
月

10
日
ご
ろ
に
今
年
度
の
継
続
申
請

の
案
内
を
個
別
に
送
付
し
ま
す
。

申
請
場
所 

障
害
者
支
援
課（
仮
本

庁
舎
）、
福
祉
課

①
新
規
申
請
＝
受
給
者
証

（
票
）、印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）、

振
込
先
金
融
機
関
の
わ
か
る
も
の

②
継
続
申
請
＝
受
給
者
証（
票
）・現

況
届（
市
に
備
え
付
け
）を
申
請
場

☎
７
１
２・８
５
７
３
人
事
課

◆
事
務　

資
格
・
人
数 

義
務
教
育
課
程
以
上

を
修
了
し
た
方
、ま
た
は
、平
成
30

年
３
月
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
方
、

２
人

勤
務
時
間 

１
日
７
時
間
45
分
、週

４
日
勤
務

◆
栄
養
士

資
格
・
人
数 

管
理
栄
養
士
の
免
許

を
取
得
し
て
い
る
方
、１
人

勤
務
時
間 

１
日
６
時
間
、週
５
日

勤
務

健
康
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談・自
死
遺
族
相
談

（
両
相
談
と
も
予
約
制
）

う
つ
か
も
し
れ
な
い
と
悩
む
ご
本
人

及
び
家
族
の
方
、大
切
な
家
族
を
自

死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
予
約
制
の

面
接
相
談
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン
タ
ー

地
域
担
当
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南

行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
地
域
担
当

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
の
あ
る
方
な
ど
の
歯
や
口
に
関

す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～

正
午市

川
市
歯
科
医
師
会 

口こ
う

腔く
う

サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の
口こ

う

腔く
う

が
ん
検
診

１
次
検
診
＝
問
診
・
診
察
・
結
果
説

明
。２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の
結

果
、必
要
な
方
に
細
胞
診
・
結
果
説

明
平
成
30
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
以
上
の
方

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

（
指
定
歯
科
医
院
一
覧
表
は
、受
診
券

兼
問
診
票
に
同
封
）

１
次
、２
次
と
も
６
０
０
円（
70
歳

以
上
の
方
。千
葉
県
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者・非
課
税
世
帯
者
は

試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当
へ

♦
♦
♦

プ
レ
親
学
級

（
両
親
学
級・母
親
学
級
）

赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
、沐も

く

浴よ
く

実
習
、妊

婦
体
験
な
ど
。全
日
程
同
一
内
容
。

①
12
月
８
日（
金
）・９
日（
土
）午

前
９
時
45
分
～
午
後
０
時
30
分
②

12
月
16
日（
土
）・18
日（
月
）午
後
１

時
～
３
時
45
分

①
市
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー
②
南

行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
30

年
２
月
～
４
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
。

そ
れ
ぞ
れ
１
人
で
の
参
加
も
可（
ど

ち
ら
か
１
人
の
場
合
は
祖
父
母
１
人

ま
で
可
）、各
日
程
先
着
45
組
。

11
月
１
日（
水
）～
15
日（
水
）の
間

に
①
＝
☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ

ン
タ
ー
、②
＝
☎
３
５
９・８
７
８
５ 

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

あ
つ
ま
れ
フ
ァ
ミ
リ
ー

子
ど
も
、お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
も一緒

に
家
族
み
ん
な
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。楽

し
く
体
操
を
し
た
あ
と
は
、「
新
聞
紙

あ
そ
び
」を
し
ま
す
。ち
ぎ
っ
た
り
、破

い
た
り
。最
後
は
み
ん
な
で
紙
ふ
ぶ
き

を
降
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

11
月
11
日（
土
）午
前
11
時　
　

南
八
幡
こ
ど
も
館

幼
児
親
子　

直
接
、ま
た
は
☎
３
７
６・１
１
１
８

同
館  

求
人

♦
♦
♦

小
学
校
外
国
語
活
動
指
導
員

詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
掲

載
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
格
・
人
数 

英
語
及
び
日
本
語
に

よ
る
会
話
能
力
に
優
れ
、か
つ
日
本

語
で
教
育
計
画・指
導
案
な
ど
を
作

成
で
き
る
方
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
20
歳
以
上
の
方

①
英
語
教
育
に
関
し
て
相
当
の
知

識
と
経
験
を
有
す
る
方

②
海
外
生
活
経
験
者
で
あ
っ
て
国

際
理
解
に
関
し
知
識
を
有
す
る
方

③
教
職
経
験
者
や
教
員
養
成
系
の

大
学
生（
英
語
科
専
攻
）

雇
用
期
間
な
ど 

平
成
30
年
４
月

～
平
成
31
年
３
月
。１
日
５
時
間
、

週
１
日
～
５
日
勤
務（
相
談
可
）

時
給 

２
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給

な
し
）※
29
年
度
実
績

願
書
配
布 

市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
指
導
課
で

も
配
布

願
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、10
月

26
日（
木
）～
11
月
16
日（
木
）の
間
に

（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）、持
参

ま
た
は
郵
送（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南

八
幡
１
の
17
の
15
南
八
幡
仮
設
庁

舎
）で
指
導
課

選
考
日
程 

12
月
４
日（
月
）～
11
日

（
月
）面
接
審
査（
英
語
に
よ
る
模
擬

授
業
を
含
む
）

☎
３
８
３・９
３
３
８
同
課

♦
♦
♦

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

（
事
務・栄
養
士
）

詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
ま

た
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
日 

平
成
30
年
４
月
１
日

雇
用
期
間 

採
用
予
定
日
～
平
成

33
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

受
験
案
内
配
布 

期
間
＝
11
月
10
日

（
金
）ま
で（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除

く
）、場
所
＝
人
事
課（
仮
本
庁
舎
）、

総
務
課
、大
柏
出
張
所
、南
行
徳

市
民
セ
ン
タ
ー
、市
川
駅
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー（
土
曜
日
可
）。

申
込
受
付
期
間 

11
月
10
日（
金
）ま

で（
消
印
有
効
）

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信
用

の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が
き
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も
右
記
の
必

要
事
項
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。※
熱
を
加
え
る
と
消
え
る
筆
記

用
具
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

ご寄付いただき、
ありがとうございました。

善
意
の
花
園

●社会福祉協議会［8月分・敬
称略］

【金員】◎岡野好廣（５,０００
円）◎三和建装（30,０００円）
◎セイコーインスツルメンツ労
働組合（８０,０００円）◎民団市
川・浦安支部（１２,０００円）

シルバーライフデザインフェスタ

在宅療養の現場から
～自分らしく生きよう～

●講　話　医師、歯科医師、薬剤師による在宅医療のお話
●寸　劇　�「自宅で最期を迎えたい」というおじいさんの願いをかな

えた家族と専門職のお話
●展　示　在宅療養中の方がたの素敵な笑顔の写真展
●上映会　「家で最期まで療養したい人」に向けたメッセージ
●体　操　�リハビリテーションの専門職による「体と心を元気に保

つ」ための体操の紹介
●体　験　高齢者・認知症擬似体験（人数制限あり）

　人生の最終段階においても本
人の意思が尊重される生活がで
きるよう、医療・介護の専門職か
らのメッセージをお届けします。
　チーバくん、よ坊さん（日本歯
科医師会PRキャラクター）ととも
にお待ちしています。来場者には
粗品を進呈します。

日１１月１８日（土）午後０時３０分～４時（申し込み不要、直接会場へ）
場メディアパーク市川グリーンスタジオ

☎７１２-８５２１地域支えあい課

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）   　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） 　●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。
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域
医
療
連
携
室
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）

先
着
30
人

☎
７
１
２・８
０
２
２
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
川

第
二11

月
２
日（
木
）午
後
１
時
～
３

時
30
分

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
消
費
者
被
害
防
止
講
座
～
悪
質

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
～

先
着
20
人

☎
３
２
０・３
１
０
５
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

市
民
公
開
講
座

「
超
高
齢
社
会　
最
後
ま
で
笑
顔

で
過
ご
す
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
」

人
生
１
０
０
年
時
代
を
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
。在
宅
医
療
や
終
末

期
医
療
の
こ
と
な
ど
を
現
役
の
医

師
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

講
高
林
克
日
己
氏（
千
葉
大
学
名

誉
教
授
）

11
月
18
日（
土
）午
後
３
時
～
４

時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

50
人

☎
３
２
２・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

腎
臓
病
を
考
え
る
会

10
月
29
日（
日
）午
後
１
時
～
３

時
30
分

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ（
千
葉

市
中
央
区
富
士
見
１
の
３
の
２・６

階
欅
）

１
２
０
人

内
講
①
講
演「
フ
レ
イ
ル
と
栄
養
」

樫
浦
む
つ
ほ
氏（
さ
と
う
ク
リ
ニッ
ク 

管
理
栄
養
士
）②
講
演「
慢
性
腎
臓

病
に
対
す
る
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」平
山
陽
氏（
平
山
病
院　

副
院
長
）③
移
植
体
験
者
の
体
験

談
④
医
療
相
談
会

☎
０
４
３
・２
５
６
・４
６
６
１

N
P
O
法
人
千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。運
動
に
自
信

の
な
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

市
内
在
住
で
期
間
中
、継
続
し
て

参
加
可
能
な
方（
複
数
教
室
参
加

可
、子
ど
も
連
れ
の
参
加
不
可
）

１
教
室
３
，０
０
０
円（
15
回
分
、

マ
リ
ー
ン
ズ
選
手
１
日
人
権
擁
護
委

員
任
命
式
④
マ
リ
ー
ン
ズ
グ
ッ
ズ
が
当

た
る
抽
選
会
、他

往
復
は
が
き（
１
枚
２
人
ま
で
）に

郵
便
番
号
、申
し
込
み
事
項（
６
面

上
段
参
照
）、託
児
サ
ー
ビ
ス・手
話・

要
約
筆
記
通
訳
希
望・車
い
す
の
使

用
の
有
無
を
書
き
、11
月
２
日（
木
）

必
着
で
同
事
務
局（
〒
２
６
０
・

０
８
５
５
千
葉
県
庁
内
郵
便
局
留
）

☎
０
４
３・２
２
３・２
３
４
８
同

事
務
局（
県
健
康
福
祉
政
策
課
内
）

（
男
女
共
同
参
画
課
）

♦
♦
♦

ペ
ー
パ
ー
ヘ
ル
パ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

～
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、

一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

介
護
の
仕
事
に
就
く
チ
ャ
ン
ス
の
な

か
っ
た
方
、ま
た
長
期
間
介
護
の
仕

事
を
離
れ
て
い
た
方
を
対
象
に
学

び
直
し
や
振
り
返
り
を
行
い
、就
労

の
自
信
に
つ
な
げ
る
講
座
で
す
。

11
月
14
日（
火
）〜
16
日（
木
）

／
福
祉
公
社
北
部
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
南
大
野
3
の
21
の
22
）、17
日

（
金
）・
18
日（
土
）／
福
祉
公
社
多

目
的
ル
ー
ム（
南
八
幡
5
の
10
の
7 

I
N
G
ビ
ル
2
F
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
30
分
～
正
午（
各
回
同
内
容
）

内
介
護
技
術
の
基
礎
、現
役
ヘ
ル

パ
ー
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
資
格
を
有
し
、現
在
就
労
し

て
い
な
い
方
、抽
選
で
各
回
10
人

は
が
き
に
申
し
込
み
事
項（
６
面

上
段
参
照
）と
生
年
月
日
、昼
間
帯

に
連
絡
が
つ
く
電
話
番
号
、お
持
ち

の
資
格
、受
講
動
機
、受
講
希
望
日

を
書
き
、11
月
8
日（
水
）必
着
で（
一

財
）市
川
市
福
祉
公
社
ペ
ー
パ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
講
座
担
当（
〒
２
７
２
・

０
８
０
４
南
大
野
３
の
21
の
22
）。受

講
の
可
否
は
後
日
通
知
。

☎
３
３
８・２
６
７
２
同
公
社

（
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
南
行

徳
第
二

10
月
23
日（
月
）午
後
２
時
～
４

時
30
分

行
徳
中
央
ク
リ
ニッ
ク（
新
浜
１
の

11
の
１
）

内
多
職
種
で
取
り
組
む
家
族
介
護

支
援

講
石
田
順
治
氏（
行
徳
中
央
病
院

院
長
）、岸
健
太
郎
氏（
同
病
院
地

本
市
に
住
民
票
が
あ
る
次
の
方

①
満
65
歳
以
上
②
満
60
～
64
歳
で
、

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
機
能
に
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
、及
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

☎
３
７
７・４
５
１
２
保
健
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
希
望
者
は
次
の
説
明
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い（
未
経
験
者
可
）。

11
月
１
日（
水
）午
後
１
時
30
分

中
央
図
書
館

点
字
広
報
や
点
字
図
書
に
関
心
が

あ
り
、点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
水

曜
日
に
活
動
で
き
る
方
、先
着
20
人

10
月
31
日（
火
）ま
で
に
☎
０
８
０・ 

６
８
８
４・７
７
５
５
市
川
点
訳
音
訳

友
の
会（
矢
ノ
目
）

（
広
報
広
聴
課
）

♦
♦
♦

い
っ
ぷ
く
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

内
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

11
月
13
日（
月
）午
前
９
時

タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
シ
ャ
ポ
ー
本
八

幡
店（
千
葉
方
面
側
）

先
着
15
人（
要
事
前
申
し
込
み
）

飲
食
代
実
費

11
月
10
日（
金
）ま
で
に
☎

３
７
６・３
２
０
０
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
八
幡

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル・ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

県
で
は
、12
月
４
日（
月
）～
10
日

（
日
）の「
人
権
週
間
」に
ち
な
み
、人

権
に
つい
て
考
え
、理
解
を
深
め
る
た

め
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

12
月
５
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

千
葉
市
民
会
館（
千
葉
市
中
央

区
要
町
１
の
１
）

抽
選
で
１
，０
０
０
人

内
①
講
演「
挑
戦
～
今
、私
に
で
き

る
こ
と
～
」講
師
＝
副
島
正
純
氏（
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、東
京

マ
ラ
ソ
ン
車
い
す
レ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）②「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」出

演
＝
県
警
察
音
楽
隊
③
千
葉
ロ
ッ
テ

♦
♦
♦

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

10
月
１
日
か
ら
、高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。65
歳
以
上
の
方
に
は
予
診
票
を

発
送
し
ま
し
た
の
で
届
い
て
い
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。12
月
中
旬
ま

で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
己
負
担
１
，５
０
０
円（
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
、世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
方
は
免
除
）

12
月
31
日（
日
）ま
で
＝
千
葉
県

内
の
指
定
医
療
機
関
、平
成
30
年

１
月
31
日（
水
）ま
で
＝
市
内
医
療

機
関

♦
♦
♦

シ
ニ
ア
従
業
員
の
お
仕
事

説
明
会
in
市
川

本
市
と
の
協
定
に
よ
り
、高
齢
者
の

見
守
り
や
雇
用
促
進
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン・ジ
ャ
パ
ン
と
の
共
催
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。入
場
無
料
、履
歴
書
不
要

で
す
。

11
月
17
日（
金
）午
後
１
時（
受
付

は
20
分
前
）～
２
時
30
分

ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム 

１・２

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
方

（
年
齢
制
限
な
し
）、先
着
30
人

☎
７
０
４・４
１
３
１
商
工
振
興
課 

雇
用
労
政
グ
ル
ー
プ

事
前
一
括
納
付
）

◆
信
篤
市
民
体
育
館

12
月
１
日（
金
）～
平
成
30
年
３

月
23
日（
金
）

信
篤
市
民
体
育
館

教室名 定員 曜日 時間
ボディコンディ
ショニング教室 ４０人

金曜日

９：００
～９：４５

初級者のエアロ
ビクスダンス教室 ５０人 １０：００

～１０：４５

初心者の
ヨガ教室 ５０人 １１：００

～１１：４５

リラックス
ヨガ教室 ５０人 １２：００

～１２：４５

往
復
は
が
き
に
申
し
込
み
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）、会
場
名
、教
室

を
第
３
希
望（
複
数
教
室
申
込
可
能

で
す
が
、当
選
は
、は
が
き
１
枚
に
つ

き
１
教
室
）ま
で
書
き
、11
月
６
日

（
月
）必
着
で
国
府
台
市
民
体
育
館

（
〒
２
７
２・０
８
２
７
国
府
台
１
の
６

の
４
）ま
た
は
、信
篤
市
民
体
育
館
の

窓
口
に
あ
る
申
請
書
に
返
信
用
の
は

が
き
を
添
付
し
て
申
し
込
み
。消
え

る
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
の
記
入
不
可
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
11
月
８
日

（
水
）に
抽
選
。空
き
教
室
が
出
た
場

合
は
、落
選
者
に
連
絡
。

☎
３
７
３・３
１
１
２
ス
ポ
ー
ツ
課

◆
塩
浜
市
民
体
育
館

12
月
１
日（
金
）～
平
成
30
年
３

月
29
日（
木
）

塩
浜
市
民
体
育
館

教室名 定員 曜日 時間
初心者の健康ストレッチ教室

各４０人

火曜日
９：００～９：４５

健康ストレッチ＆リズム体操教室 １０：００～１０：４５

基礎からのピラティス教室 水曜日 １３：００～１４：１０

レッツエンジョイ初級エアロビクス教室
木曜日

１３：００～１３：４５

タオルを使ったストレッチ教室 １４：００～１４：４５

骨・コツストレッチ教室
金曜日

１１：００～１１：４５

リズム体操教室 １２：００～１２：４５

往
復
は
が
き
に
申
し
込
み
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）、会
場
名
、教
室
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日１１月１７日（金）午前１０時３０分（受付は15分前）～正午
場メディアパーク市川グリーンスタジオ

市内在住・在勤・在学で子育てに関心のある方、先着
２００人

１０月２３日（月）午前９時より☎７１１-０６７９子育て支援課

児童虐待防止対策講演会

「育てづらさを感じたら」
関わり方のコツ、教えます

　言うことをきいてくれない、かんしゃくがひどい、発
達に特徴があるかも…ペアレント・トレーニングを参考
に、子どもとのより良いコミュニケーションのとり方を
学べます。まめの木クリニック（児童精神科）のソー
シャルワーカーである藤井和子氏が、豊富な現場経験
をもとにお話しします。

日１月１日（祝）午前９時～１１時（雨天決行）
受付 午前８時～８時４０分　開会式 午前９時
場 市スポーツセンター及びその周辺

市内在住・在勤・在学の小学４年生以上（２０歳未満
の方は保護者の同意が必要。市川市体育協会加盟団
体・いちかわ歩こう会の各登録者、市内の学校卒業者は
市外可）

中学生・ウオーキング＝６００円、高校生・一般・ファミリー
＝１,３００円（荒天などにより中止の場合も参加費は返金
しません）

指定の申込用紙に
必要事項を記入し、郵
便振替にて支払い
申込期間 １０月２３日

（月）～１１月２２日（水）
申込用紙配布場所 市役所（仮本庁舎）、市内広報スタン
ド（ＪＲ各駅を除く）、スポーツセンター、塩浜市民体育館・
信篤市民体育館、行徳支所・大柏出張所・市川駅行政
サービスセンター・南行徳市民センター、市内公民館、他

☎373-3112スポーツ課

参加者
募集 市民元旦マラソン大会

　2〜10キロメートルのコースの他、ウオーキングコースもあります。部門や
申込方法などは申込書をご覧ください。
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市川産スズキ・ホンビノス グルメフェア

J：COM市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

10月21日（土）〜27日（金） 10月28日（土）〜11月3日（祝）
つながりあってひろげよう 子育ての輪

ファミリー・サポート・センター特集 児童虐待を防止するために
市の子育て支援サービス特集

発売開始情報
…発売初日は１０：００から特

別電話☎３９３-７１１１またはＷｅｂ
で受け付け。

…発売初日は１０：００から下
記施設窓口またはＷｅｂで受け付
け。電話予約は１５：００から。
☎３７９-５１１１文化会館/☎７０１-
３０１１行徳文化ホールＩ＆Ｉ/☎３７４
-７６８７芳澤ガーデンギャラリー。い
ずれも発売翌日からは電話・窓口

（上記３施設）・Ｗｅｂで受け付け。

１０月21日発売

文化会館

こどものための吹奏楽コンサート
こぱんだウインドアンサンブル
２月１１日（祝）１４：００/小ホール/
全席指定２,０００円３歳～中学
生１,０００円/ 一般のみ２００円
引き/3歳未満は膝上無料、座
席が必要な場合有料/  

10月２8日発売

行徳文化ホールＩ＆Ｉ

行徳名人会～落語新時代～
３月９日（金）１８：３０/出演＝古今
亭菊之丞、春風亭一之輔、他/全
席指定１階３,５００円２階席３,０００
円/ 各席３００円引き/ /

１１月１日受付開始

文化会館

第１０回いちかわ街かど美術展
出品申込書受付期間＝１１月
１日（水）～３０日（木）/展示期
間＝２月１８日（日）～２５日（日）
/場 文化会館展示室/ 市内
在住・在勤・在学の方/ ☎
３７９-５１１１文化会館

芳澤ガーデンギャラリー

中山忠彦 デッサン教室
１１月１１日（土）・１２日（日）①
１０：３０②１３：３０/両日とも①は
小学５年生から中学３年生対
象。参加費１,０００円②は高校
生以上対象。参加費３,０００円
/ ☎３７４-７６８７同ギャラリー

好評発売中

文化会館

東京交響楽団 ｉｎ Ｉｃｈｉｋａｗａ
１１月２３日（祝）１４：００/大ホー
ル/出演＝川瀬賢太郎（指揮）、
山根一仁（バイオリン）/全席指
定Ｓ席５,０００円Ａ席４,０００円
/ 各席５００円引き、高校生以
下２，０００円引き/

新人演奏家コンクール受賞記念演奏会
１１月２５日（土）１３：００/小ホー
ル/全席自由５００円/

行徳文化ホールＩ＆Ｉ

東おんなに京おんな
１１月２０日（月）１５：３０/全席指
定４,５００円/ ５００円引き/出
演＝岡本麗、鶴田真由/

募　　集
美術講座「波の伊八」の
彫刻を知る
１１月２７日（月）１３：００/場 文化会
館/参加無料/ 先着１００人
/ ☎３７９-５１１１文化会館
文化振興財団 
芸術文化奨励賞
未来を担う若手芸術家を推薦
してください。応募締切＝１０月
３１日（火）必着/ 市川市にゆ
かりがある４０歳以下の方/
☎３７９-５１１１文化会館

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

 イベント
♦♦♦

博物館オータムフェスタ
組ひも作り、火おこし体験、わらリース作
り、お手玉遊びなどの体験を行います。駐
車場に限りがあるため、公共交通機関で
お越しください。飲み物は各自持参してくだ
さい。
日１１月３日（祝）午前１０時～午後２時（荒
天中止）
場歴史博物館、他

☎３７３-６３５１同館
♦♦♦

自然博物館の催し
☎339-０４７７同館（いずれも荒天中止）

◆湿地の環境整備をお手伝い　
20初参加の方は要問い合わせ。

日１０月２９日（日）午前１０時（観賞植物園
入口集合）～正午
◆長田谷津散策会
日１１月４日（土）午前１０時（動物園券売
所前集合）～１１時３０分
◆野草の名札付けをお手伝い
車での来園は要問い合わせ。
日１１月５日（日）午前１０時（観賞植物園入
口集合）～正午
♦♦♦

サダコと折り鶴ポスター展
２歳のときに広島で被爆し、１０年後に白血
病で亡くなった佐々木禎

さ だ

子
こ

さんの一生を通
して、原爆の被害と平和の大切さを伝える
ポスターを展示します。
日１１月８日（水）～平成30年２月２０日（火）

午前９時～午後４時３０分（月曜日、１２月２８
日（木）～平成30年１月４日（木）は休館。月
曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日が
休館。最終日は正午まで）
場歴史博物館

☎７１２-８６４３総務課
♦♦♦

ヨガで心と体のセルフメンテナンス
ヨガを通して心と体の健康を意識したライ
フスタイルを考えてみませんか。ヨガマットな
ど持参物あり。
講 福貴田純子氏（ａｌｉｖｅ ｂｅａｕｔｙ 代表）
日１１月１２日（日）午後１時～４時
場男女共同参画センター

市内在住・在勤・在学で６０歳以下の方、
先着２０人（生後１０カ月～未就学児の託
児あり。先着１０人）

１1月5日（日）までに市公式Ｗｅｂサイトか
ら申し込み

☎３２２-６７００同センター
♦♦♦

「ボランティアガイド市川案内人の会」に
よるウォーキング
いずれも申し込み不要。当日直接集合場
所へ。小雨決行。

☎３２４-７７５１同会（いちかわ観光・物産
案内所）第1月曜日を除く午前10時〜午
後4時
◆行徳まつりを見にいこう
コース（約２キロメートル）　東京メトロ東西
線行徳駅（午後０時５５分改札前集合）→
押切稲荷神社→旧江戸川→水神宮→駅
前公園（まつり会場）
日１０月２９日（日）午後１時～３時

◆秋の真間川沿いを散策 無農薬野菜
の畑でお買い物
コース（約６キロメートル）　ＪＲ本八幡駅

（午前９時５５分南口階段下集合）→八幡
の藪知らず→東昌寺→真間川→有機栽
培野菜農家の直売畑（宮久保）→昭和学
院創立記念館（国登録有形文化財）を外
から観賞→ＪＲ本八幡駅
日１１月９日（木）午前１０時～正午

（観光交流推進課）
♦♦♦

芸術祭・文化祭
◆市川市三曲協会定期演奏会
日本の古典音楽を箏

こ と

・三
さ ん

絃
げ ん

・尺八により演奏。
日１０月２９日（日）午前１１時～午後４時
場文化会館

☎３３７-１４６３市川市三曲協会（柴田）
◆市川市菊花展
日１０月３０日（月）～１１月１５日（水）午前９
時３０分～午後３時
場葛飾八幡宮（八幡４-２-１）

☎３３７-２５２１市川市菊華会（大崎）
◆市川市茶道会市民茶会
本格的なお茶席と気軽な香

こ う

煎
せ ん

席があります。
日１１月５日（日）午前１０時～午後３時
場文化会館

３席２,０００円
☎３２３-２６６６市川市茶道会（横山）

（文化振興課）
♦♦♦

親子で木工工作・体験講座
日 内 ①１１月２５日（土）／クリスマスリース、
松ぼっくりツリーづくり②12月１６日（土）／ミ

ニ門松づくり、両日とも午前１０時～正午
場（公財）市川市花と緑のまちづくり財団

（里見公園内）
市内在住の親子、抽選で各１０組
各５００円
往復はがきに希望講座名（①、②、また

は両方）と申し込み事項（6面上段参照）を
書き、１１月６日（月）必着で同財団（〒272-
0827国府台3-9-1里見公園内）

☎３１８-５７６０同財団
（公園緑地課）

♦♦♦

筑波大学附属聴覚特別支援学校
文化祭バザー
日１１月３日（祝）午前１０時～正午（雨天
決行）
場同校（国府台２-２-１）

☎３７１-４１３７、ＦＡＸ３７３-９１１３同校
（障害者支援課）

♦♦♦

パソコン年賀状作成講座（全3回）
（市川市協働事業提案制度）
日１1月12日・19日、12月３日いずれも日曜
日午前10時～正午
場男女共同参画センター

先着24人
３，５００円（全３回、テキスト代含む）
ノートパソコン（ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ７以降、マ

イクロソフトワード、エクセル搭載のもの）
☎７１２-８７０４ボランティア・ＮＰＯ課
☎０８０-５４３２-０５０８いちかわＩＴインスト

ラクターズ
（ボランティア・NPO課）

日１０月２９日（日）午後１時３０分
場 動植物園カワウソ舎前

入園料のみ（高校生以上４３０円、
小・中学生１００円）

☎３３８-１９６０同園

日 寿司フェア＝１１月１日（水）〜３日（祝）、和洋食フェア＝１１
月１０日（金）・１１日（土）（天候により日程変更の場合あり）
場 参加店は、公共施設などで配布のチラシまたは市公式
Ｗｅｂサイトをご覧ください

☎７１１-１１４０商工振興課

申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 高校生以下 未就学児入場不可 00 エコボポイント対象（数字はポイント数）  
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　今、大注目のカワウソ。動植物園のコツメカワウソ
は、流しカワウソや握手カワウソとして人気を集めてい
ます。おなじみのコツメカワウソファミリーについて飼
育員がお話しします。

　市内の漁師が水揚げした新鮮なス
ズキとホンビノス貝を使い、市内の飲
食店でグルメフェアを開催します。バラ
エティ豊かなメニューで市川の海の幸をご賞味ください。
スズキ・ホンビノス貝がなくなり次第終了します。

ＺＯＯワンポイントガイド　　　コツメカワウソ

市川の海の幸を召し上がれ

コツメカワウソの魅力を大解剖

©Yoshinori Kurosawa ©K.MIURA

川瀬賢太郎 山根一仁

一部放送時間の変更有

9：00  12：00
20:00  23：00

放送
時間

 〈広報広聴課〉


